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「広島原爆被爆」絵画展 
 

 

語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、 

 

画
き
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ 

 

地
球
上
で
初
め
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
原
爆
が
落
と
さ
れ

た
日
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
そ
の
時
広
島
に
居
て
被

爆
し
た
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
と
し
て
、「
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

書
き
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
思
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

制
約
や
事
情
の
た
め
に
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
約
三
十
年

程
前
か
ら
投
稿
を
は
じ
め
、
二
十
年
前
（
一
九
七
四
）
か

ら
絵
を
画
き
始
め
た
。 

人
間
の
生
命
に
は
限
り
が
あ
り
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
自
身
、

否
私
自
身
が
や
が
て
消
え
去
る
こ
と
を
思
え
ば
、
技
の
稚

拙
や
世
間
の
毀
誉
褒
貶
（
き
よ
ほ
う
へ
ん
）
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
ヤ
ミ
ク
モ
に
筆
を
走
ら
せ
た
の
が
、
こ
の
絵

で
す
。 

幾
十
年
も
の
間
、
消
え
る
事
な
く
、
眼
（
ま
な
こ
）
の

奥
に
、
そ
し
て
脳
の
底
に
焼
き
付
い
た
生
々
し
い
「
像
」

を
「
記
憶
絵
」
と
し
て
再
現
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の
悲
惨

さ
残
酷
さ
を
少
し
で
も
御
汲
み
取
り
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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正 

明
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『清水正明医師の被爆絵画・写真展』（１９９４年７月３１日～８月２日・

於：輪島市文化会館）開催時のメッセージより  

 

 この絵画は、故・清水正明氏（元清水医

院院長・２００４年死去・享年８７歳）が、

被爆者として「語らねばならぬ、書き残さ

ねばならぬ」との思いで描いた１３点の油

絵について、被爆・戦後５０年を機に、よ

り多くの人に見てもらい、核兵器廃絶の声

が一層高まることを願って、１９９５年に

輪島市に寄贈いただいたものです。 

 故・清水氏は当時、爆心地から約３．５

キロ離れた兵舎の中にいて熱戦や爆風の直

撃には遭いませんでしたが、一面の焼け野

原、水を求める人、大量の遺体、「とにかく

原爆が落ちたらこうなるということを知っ

てほしい」と、目の当たりにした惨状を伝

え残そうと筆を執られました。 
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